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平成 28 年 1 月 29 日 

各 位 

会 社 名     明 治 海 運 株 式 会 社              

代表者名 代表取締役社長 CEO 内田 和也 

(コード番号 9115 東証 第1部)              

問合せ先 取締役常務執行役員 水野 敏郎 

電話番号     (03) 3792－0811 

 

特別損失(減損損失)の計上および通期連結業績予想の修正、 

並びに配当予想の修正に関するお知らせ 
 

 当社は、平成 28 年 3 月期第 4 四半期連結会計期間において、特別損失（減損損失）の計上を

見込むとともに、最近の業績動向を踏まえ、平成 27年 5月 15日に公表いたしました平成 28年 3

月期（平成 27 年 4 月 1日～平成 28 年 3 月 31日）の通期連結業績予想および配当予想を、下記

の通り修正することとしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

1． 特別損失（減損損失）の計上について 

当社グループが保有する船舶について、ドライバルク市況の低迷をうけ将来の回収可能性を検

討した結果、一部の船舶の帳簿価額を回収可能額まで減額し、当該減少額を、減損損失に約 21 億

円を計上する予定です。なお、親会社に帰属する当期純利益に与える影響は約 9億円です。 

 

2． 平成 28年 3月期 連結業績予想数値の修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)通期(平成 27 年 4 月 1日～平成 28 年 3 月 31 日) 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭 

34,500 3,600 2,700         2,300 69.49 

今回修正予想（B） 35,500 4,500 4,300         1,200 36.26 

増減額（B-A） 1,000 900 1,600 △1,100     － 

増減率（％）    2.9% 25.0% 59.3% △47.8% － 

(ご参考)前期実績 

(平成 27 年 3月期) 
31,940 2,792 5,601      2,446  73.94 

 

(2)修正の理由 

平成 28 年 3 月期の通期連結業績予想について、当初想定為替レートを 1US$=115 円としていま

したが、想定より円安に推移したことと、予算管理に努めたこと等により、売上高および営業利

益は、外航海運業部門、ホテル関連事業部門とも、前回発表予想を上回る見込みです。 

経常利益は、営業利益段階での増加および為替差損益の良化もあり、前回発表予想を上回る見

込みです。 

なお、平成 28 年 3 月期第 3 四半期連結会計期間に計上した減損損失に、上記の減損損失約 21 億
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円を加え、約 30 億円の減損損失の計上を織り込んだ結果、親会社株主に帰属する当期純利益は、

前回発表予想を下回る見込みです。 

 

※ 上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、

今後様々な要因によって大きく異なる場合があります。 

 

3． 平成 28年 3月期 配当予想の修正 

(1)修正の理由 

当社は、将来へ備え経営基盤を強化することにより安定的な配当水準を維持し、業績、経営環

境および今後の事業展開を総合的に勘案するとともに、株主の皆様への利益還元を図ることを基

本方針としております。 

つきましては、以下の通り、1株あたりの配当予想を 5円に修正いたします。 

なお、本件の期末配当は、平成 28年 5月に開催の取締役会において決議される予定です。 

(2)修正の内容 

 年間配当金（円） 

 第 2四半期末 期末 合計 

前回発表予想  未定 未定 

今回修正予想  5.00 5.00 

当期実績 ―   

前期実績 

    （平成 27 年 3月期） 
― 5.00 5.00 

 

以 上 


